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　自然・環境に恵まれたまちとは、私が「四季折々
の草花、動物たち、川や湧水などの自然が豊かだ」、
「まちの歴史や文化伝統を大切に次の世代に手渡
していける」と実感できるまちです。

問／リサイクルプラザ　☎486-0222

　第５次朝霞市総合計画の将来像「私が　暮らしつづけたいまち　朝霞」。“暮
らしつづけたい”と思えるまちとなるよう定めた４つの基本概念（コンセプ
ト）から市の取り組みをご紹介します。

Ｑ�．子ども食堂は１回にどれくらいの方が来店し
ますか？

Ａ．大人を含め10～20人が来店します。
Ｑ�．リサイクルプラザからの食品をどのように
使っていますか？

Ａ�．おへそ食堂では、提供を受けた食品によって
メニューを決めています。子どもたちには、パ
スタやカレーが人気です。今日は子どもたちと
餅をつき、リサイクルプラザ
から提供があった、きな粉や
しょうゆで味付けし、おいし
くいただきました。

日時／３月17日㈰　午前９時集合（１時間30分程度を
予定）雨天時は24日㈰に延期
※延期・中止の場合、防災行政無線で放送
するほか、市ホームページに掲載します。
会場／黒目川堤防（田島緑地～新座大橋）
集合場所／溝沼市民センター駐車場
内容／毎年、お花見シーズンを前に自然に親しみながら、
コミュニティ協議会加盟団体、市民、事業所、諸団
体が連携し、交流を図りながら実施しています。
申込方法／事前申込不要。当日直接集合場所へ
※軍手・ビニール袋などの清掃用具は、各自ご持参く
ださい。
※お車でのご来場はご遠慮ください。

　黒目川の源流から、歩いて下ってきます。どんな発
見があるでしょうか？
日時／３月21日（木・祝）　午前９時～午後２時ごろ　
※雨天中止（小雨決行）
集合場所／北朝霞駅ロータリー交番前
ルート／北朝霞駅→小平駅→さいかち窪（都立小平霊
園内）→柳窪→東久留米駅→バスで朝霞台駅
持ち物／お弁当、飲み物、筆記具、雨具など
費用／保険代100円、交通費（電車およびバス）
申込方法／件名を「黒目川エコ探検」とし、氏名、日
中連絡のとれる電話番号を明記のうえメールまたは
電話で。当日参加も可

黒目川堤防清掃活動
～ふるさとの川をみんなできれいにしよう～

黒目川エコ探検
～川からまちが見えてくる、川から地球が見えてくる～

問／朝霞市コミュニティ協議会事務局
（地域づくり支援課内）☎463-2645

主催・申・問／あさか環境市民会議　藤
ふじ
井
い

☎090-9311-7932　 y.fujii@guitar.ocn.ne.jp

子ども食堂（おへそ食堂）の職員の方にお話を伺
いました。

日時／３月26日㈫　午後１時30分～３時
定員／10組（平成31年１月生まれ対象）
予約開始日／３月５日㈫
内容／２か月のお子さんがいる方同士お喋りをしたり、
お友達を作ったりしたい方の場所を提供します。
※予約制ですので、まずはお問い合わせください。

ピースのお部屋
会場・申・問／子育て支援センター「さくらんぼ」☎450-7708

～市民の声～（市民満足度アンケートから）
　食品ロスについて、市で何か取り組みをしているか知りたい。

市の取り組み�～食品ロス削減事業～
　食品ロスとは、食品メーカーや飲食店で出される食べ残しや規格外のため廃棄さ
れるもののほか、賞味期限を過ぎてしまったため家庭で廃棄されるものなどのこと
で、国内の食品廃棄物の3割から４割を占めています。
　リサイクルプラザでは、家庭で食べずに残っている食品（例えば、お土産やお歳
暮で受け取った食品）をお預かりし、市内の子ども食堂で有効に利用していただい
ています。
　対象となる食品は、未開封の状態で賞味期限が1か月以上残っており、常温保存
ができるものです。寄せられる食品は、調味料や乾麺、缶詰、お菓子などさまざま
です。
　家庭で食べないままいずれ廃棄してしまうのではもったいないうえに、環境にも
悪影響を及ぼします。まずは、食品を余らせないことが大切です。作った人たちへ
の感謝も込めて、食品の使いきり、食べきりを心がけ、それでも残ってしまう食品
はリサイクルプラザへお持ちください。
　市では、食品ロスを減らすための啓発活動も行っています。引き続き皆さんのご
協力のもと、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）活動に取り組み、自然や
環境にやさしいまちづくりを進めます。

シリーズ “暮らしつづけたいまち”を目指して 問／政策企画課　☎463-3089

自然・環境に
恵まれたまち

インタビュー

日時／３月７日㈭　午前10時30分～午後１時
会場／市役所１階市民ホール
内容／朝霞産農産物のPRと地産地消
を推進するため、旬の野菜を市内
の生産者が直売します。皆さんの
ご来場をお待ちしています。
主催／朝霞市都市農業推進協議会、朝霞市
協力／ファーマーズ朝霞

朝霞産農産物直売　あさか新鮮野菜市
問／産業振興課　☎463-1904
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